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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月24日(2015.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体の測定部位に光を照射する発光部と、
　前記発光部から照射される光の光量を周期的に変化させる発光制御部と、
　前記発光部から前記測定部位に照射された光を受光して検出信号を出力する受光部と、
　前記検出信号の信号レベルを閾値と比較する比較部と、
　前記比較部で前記検出信号の信号レベルが前記閾値以上になった時点から所定時間が経
過した時点の前記検出信号の信号レベルを取得する信号取得部と、
　前記信号取得部で取得した信号レベルから生体情報を検出する検出部と、
　を備えることを特徴とする生体情報検出器。
【請求項２】
　請求項１に記載の生体情報検出器において、
　前記発光制御部は、前記検出部で検出された生体情報に基づいて、前記光量を変化させ
る周期を設定する
　ことを特徴とする生体情報検出器。
【請求項３】
　請求項２に記載の生体情報検出器において、
　前記発光制御部は、前記検出部で検出された生体情報の周期に基づいて、前記光量を変
化させる周期を設定する
　ことを特徴とする生体情報検出器。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の生体情報検出器において、
　前記信号取得部は、前記検出部で検出された生体情報の周期に基づいて、前記所定時間
を設定する
　ことを特徴とする生体情報検出器。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載の生体情報検出器において、
　前記生体情報は、脈拍数である
　ことを特徴とする生体情報検出器。
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【請求項６】
　請求項５に記載の生体情報検出器において、
　前記発光制御部は、前記検出部で検出された前記脈拍数に応じた周期に基づいて、前記
光量を変化させる周期を設定する
　ことを特徴とする生体情報検出器。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれかに記載の生体情報検出器において、
　前記受光部から出力される前記検出信号の平均レベルを求める平均レベル算出部と、
　前記平均レベルに基づいて前記閾値を設定する閾値設定部と、
　を備えることを特徴とする生体情報検出器。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の生体情報検出器において、
　前記閾値は、前記検出信号の信号レベルを表す電圧に関する値である
　ことを特徴とする生体情報検出器。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれかに記載の生体情報検出器と、
　前記生体情報検出器で検出された生体情報を表示する表示部と、
　を備えることを特徴とする生体情報検出装置。
【請求項１０】
　生体の測定部位に光量を周期的に変化させて光を照射し、
　前記測定部位に照射された光を受光して検出信号を出力し、
　前記検出信号の信号レベルを予め設定した閾値と比較し、
　前記検出信号の信号レベルが前記閾値以上になった時点から所定時間経過時の前記検出
信号の信号レベルを取得し、
　前記取得した信号レベルから生体情報を検出する
　ことを特徴とする生体情報検出方法。
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